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研究成果の概要（和文）：海岸防災林へ導入可能な広葉樹の海岸環境耐性や防潮土堤等の新たな環境に対する応
答について研究を行った。飛砂の衝突による葉のダメージは葉内への塩分の侵入を容易にすること、常緑広葉樹
でも耐陰性の程度に違いがあること、沿岸域に生育する個体群には葉の気孔や表皮細胞の大きさに海岸環境への
適応が認められること、沿岸部ではマツ林の天然更新や広葉樹林の胴吹き更新による自己再生力が発揮されるこ
と、飛砂抑制のための植生導入には微地形への配慮が必要であること等を明らかにし、防潮土堤の土壌硬度や風
環境が植栽木の生育へ及ぼす影響や広葉樹の根や根圏土壌がマツ類と共生する菌根菌へ及ぼす影響の基礎データ
を取得することが出来た。

研究成果の概要（英文）：We examined the tolerance of broadleaf trees that can be introduced into 
coastal disaster prevention forests to the coastal environment and their response to new conditions,
 such as seawall embankments. The results showed that leaf damage caused by blowing sand promotes 
salt penetration into leaves, that there are different degrees of shade tolerance among evergreen 
broadleaf trees, that populations growing in coastal areas show adaptation to coastal environments 
in terms of leaf stomatal and epidermal cell size, that coastal pine forests regenerate themselves 
by natural seedlings of pine forests and by epicormics shoot on trunks of evergreen broadleaf trees.
 Basic data were also obtained the effect of soil hardness and the change of wind conditions on　the
 growth of planted trees within embankments, and on the effects of roots and rhizosphere soils of 
broadleaf trees on mycorrhizal fungi coexisting with Pinus spp.

研究分野：環境緑化工学

キーワード： 海岸防災林　広葉樹　耐陰性　自己再生　海岸環境耐性　防潮土堤　飛砂　海岸環境適応

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
津波に対する抵抗力を増すために、海岸林の前面や林下へ広葉樹を導入する際に重要な、飛砂による葉へのダメ
ージや耐陰性の知見が得られたことは大きな意義がある。沿岸域に生育する個体群には葉の気孔や表皮細胞に海
岸環境への適応が認められたことも、学術的価値のある成果である。マツ林の天然更新や広葉樹林の胴吹き更新
による自己再生力の発揮が確認されたことは、海岸防災林の将来目標の設定や遷移を把握するうえで貴重であ
る。防潮土堤の土壌硬度や風環境の変化が植栽木の生育へ及ぼす影響、広葉樹の根や根圏土壌がマツ類と共生す
る菌根菌へ及ぼす影響について基礎データが得られたことも、今後のモニタリングにとって貴重な成果となっ
た。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
我が国の沿岸に成立するマツ類を主とする海岸

．．．．．．．．．．
林
．
は、1970年代から顕在化したマツザイセンチュウ病

によって急速にマツ枯れが進行し、北海道を除く、全国の多くの海岸林では防風や防砂、防潮といっ
た防災機能の急激な低下が懸念されていた 1)。また2011年の東日本大震災では東北地方太平洋岸の海
岸林が大きな被害を受け、災害に強い海岸防災林を早期に修復する必要が生じた。東日本大震災の被
災地での修復事業においては、盛土の建設に伴う山土の搬入による新しい生育基盤上に広葉樹類が導
入され 2)3)、また、南海トラフ関連地震が想定される静岡県遠州灘沿岸でも、山土を用いた盛土堤やCSG
工法による防潮土堤を建設して確保した植栽基盤上にクロマツと広葉樹の緑化が行われた 4)。一方、
今後導入が期待される広葉樹の海岸林への利用可能性ついての提案や試験等もある 5)6)が、マツ類と広
葉樹の耐塩性や耐潮性、耐陰性等の比較研究は十分ではない。今後、災害に強い海岸防災林を実現す
るためには、汀線から砂浜を経て海岸林に至る、砂浜環境の成帯性や連続性を考慮した海岸環境の創
出や広葉樹を用いた樹林造成技術が必要であり、広葉樹が厳しい海岸環境下でどのような具体的応答
を示すのかを明らかにすることが求められている。 
 
２．研究の目的 
我が国における今後の「災害に強い海岸防災林」の造成にあたって、主林木として利用してこなかっ
た広葉樹類や、従来は海岸環境に耐性が高いと言われてきたマツ類を主とする海岸防災林の現地調査
や室内実験を行い、高潮、飛塩、飛砂、強風、砂地、乾燥といった海岸地特有の環境及び震災後に建
設が進む人工盛土堤という新しい環境に対する樹木の応答や適応を把握し、広葉樹類の海岸防災林へ
の導入可能性についての検討に資することを目的としている。 
 
３．研究の方法 
(1)耐潮性・耐塩性について、①飛砂の衝突により葉が受けるダメージの把握を目的に、自作の砂吹付
け実験装置を用いて、砂を異なる風速（5m/s～15m/s）で樹木葉（マサキ・シャリンバイ・クスノキ・
クロマツ）に衝突させ、デジタルカメラで撮影した画像を用いて傷の長さ、面積を計測することで、
砂の種類や風速、吹き付け時間、樹種の違いによる葉へのダメージ等を把握した。また、傷有葉と傷
無葉に3.5%塩化ナトリウム水溶液を葉全体に吹付けた後、重量変化を測定した。更に、供試葉内のNa
含有量・元素組成を分析した。実験は 2017 年 12 月、2019 年 12 月に行った。次に、スダジイの生葉
に対して川砂を風速20m/sで 20分間吹き付けた葉の傷面積を測定した後、実験に供した傷有葉と傷無
葉を 3.5%塩化ナトリウム水溶液に 16時間浸漬し、PIXE 分析法（励起 X線荷電粒子放出法）による元
素分析を行った。更に、自然状態では枝葉が強風により激しく動揺する場合もあることから、葉を固
定しない非固定葉実験を行い、固定した場合（固定葉実験）とのダメージの違いを比較した。実験は
2019 年 10月に行った。②海岸林や構成樹種の耐潮性を把握する目的で、2019 年 10 月の台風 19号に
よって高潮害を受けた徳島県海部郡海陽町の大里松原海岸の海岸林において、樹種別の応答を比較す
るための現地調査を行った。立枯れ被害が多かった場所の中から、幅 135m✕奥行 100m の範囲を調査
対象とし、2020 年 8～9 月に、胸高直径 5cm 以上の樹木を対象に毎木調査（樹種、胸高直径、樹木の
応答（生存、枯死、回復）の記録）を行った。また、調査対象地のうち幅10mの区間に出現した80個
体を対象として、2020年 2、6、8、10月に継続調査を行った。樹木位置情報はハンディGPS(eTREX10J：
GARMIN社製)を使用して取得した。2020年10～11月にかけて地形及び個体ごとの標高の計測を行った。
高潮以前の標高を再現するため、礫の堆積高さの計測も行った。調査対象地は、「海水浸漬なし区」、
「海水浸漬＋礫区」、「海水浸漬区」の3つの被害属性に区分して調査を行った。 
 
(2)盛土堤による風環境の変化について、静岡県浜松市域に造成中の防潮堤の1/100防潮堤模型（以下、
模型：幅150cm、奥行き110cm、高さ12㎝）を製作し、送風機と整流装置を用いて室内実験を行った。
模型の陸側には高さ10m、密度1200本／haの海岸林を想定し、鉄道模型針葉樹(高さ10～11㎝、幅約
2.5㎝)を用いた海岸林模型を配置した。実験は、海岸林模型の有無による模型上の風向及び風速分布
を測定することにより行った。風向の把握には、表面タフト法を用いた。風の水平分布は模型表面の
メッシュ交点（390 箇所）の表面から約 1cm 高さで風速を測定し、鉛直分布は模型ののり面や天端な
どの7か所で高さ別の風速を測定した。風速測定には、デジタル風速計（株式会社カスタム Model CW-60）
を用いた。風速分布の解析には、煙を用いた直接流入法による流れの可視化を試みた。実験は2019年
12月から2020年 1月にかけて実施した。 
 
(3)防潮土堤の施工方法や盛土材が樹木の生育に与える影響を明らかにするため、静岡県遠州灘海岸に
施工中の防潮土堤で土壌硬度と植栽木の生育調査を行った。施工方法や盛土材が異なる浜松市、袋井
市、掛川市の 3 か所を対象地とし、各防潮堤の海側から陸側に向けて帯状の調査区を設けた。土壌硬
度の測定は長谷川式土壌貫入計を用いて地上から 100cm 深さまでの貫入調査を行った。植栽木の生育
調査は、樹木に番号を振り、調査区内の全樹木を対象に樹高及び地際直径を測定した。調査は、2016
年 9月～11月に行い、2019年に8月に技術報告として学会発表した。 
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(4)広葉樹の根や根圏土壌が、マツ類の根と共生する外生菌根菌（以下、菌根菌）の菌糸生育に及ぼす
影響の有無を確認する実験を行った。実験にはマツ類に形成される代表的な菌根菌としてコツブタケ、
チチアワタケ、ヌメリイグチを使用した。樹種は海岸防災林の構成樹種として有力と考えられるヒメ
ユズリハと、菌根菌の宿主植物であるクロマツの苗木を購入して使用した。両樹種の根と根圏土壌の
懸濁液から作製した抽出液を準備し、事前に0H培地で培養した菌根菌のコロニーが成長した培地（成
長済みシャーレ）に、1 枚はコントロール（蒸留水のみ）、2 枚はヒメユズリハの抽出液（土壌と根）、
2 枚はクロマツの抽出液（土壌と根）を 20μl ずつ染み込ませた 5 枚の小円形濾紙を接種源の中心か
ら約 1cm 離れた位置に等距離に配置した。また、菌根菌が未成長の培地（未成長シャーレ）の中心に
も別に切り出した菌根菌のコロニーを置き、同様に 5 枚の小円形濾紙を配置した。その後インキュベ
ータ内（25℃）で静置培養しながら 5 日毎に撮影し、コロニーの面積を測定した。実験は 2019 年 10
月から2020年 1月にかけて実施した。 
 
(5)マツ類と広葉樹類の耐陰性について、圃場実験を行った。供試樹種はいずれも常緑広葉樹で、低木
性のトベラ、マサキ、シャリンバイ、亜高木性から高木性のヒメユズリハ、モチノキ、ヤブニッケイ、
スダジイ、タブノキの 8 種である。比較として、アカマツとクロマツも供した。実験は東京都市大
学横浜キャンパス内のモウソウチクとコナラが混生する林下で、2013年 8月 1日から同年11月 30日
までの 4 ヶ月間行った。林内に 200×200×100cm(縦×横×高さ)の木製の試験区を 4 つ設置した。そ
して黒色または白色の寒冷紗を用いて、試験区内の相対照度を0.3〜1.1%に調整した1%区、0.9〜3.2%
に調整した 3%区、4.0〜6.2%と調整した 5%区、8.6〜10.6%に調整した 10%区、対照区として林外の直
射日光が当たるアスファルト上に 100%区の計 5 区を設置した。各試験区には 1 種 1 個体を静置した。
調査は、葉緑素計(コニカミノルタ製SPAD-052)を用いて、約5日毎にSPAD値を測定した。測定の際、
供試木の上層・中層・下層の着生葉から 3 枚ずつ選択し、1 個体につき特定の 9 枚の葉を 3 回ずつ、
毎回 18 時頃に、葉の葉軸付近で測定した。マツ類 2 種は、日本園芸植物標準色票を用いて、約 5
日毎に色による栄養診断を行った。2022年 11月 20日に国際学会で発表した。 
 
(6)海岸林の植生遷移について、①津波により倒壊したクロマツ林の天然更新の実態については、仙台
市の津波被災地にて調査した。倒壊した海岸林を対象にして、2020年に小型UAVによる空撮画像から
マツの分布を記録した。対象地を枯損木の撤去の有無、工事車両の進入の有無などにわけてエリアを
区分し、マツの生育面積を比較した。②クロマツの生長と光環境については、山口県虹ケ浜海岸林を
対象に2021年に調査を実施した。対象地のギャップにクロマツが植栽された場所を抽出し、林縁区と
林内区に分けて、クロマツの生長と光環境を調べた。また、上層の林分構造を把握するために、約60m
四方の範囲で毎木調査を実施した。③広葉樹海岸林の遷移について、高知県土佐清水市大岐の広葉樹
海岸林において実生と成木の調査を行い、林床における実生の空間分布について解析した。汀線側植
栽林との境界を 0m 地点とし、汀線側から内陸側林縁へ向かって設置した調査測線に沿って 5m×5m の
大方形区を1m間隔で40個、また各大方形区内の4隅及び中央の計5か所に1m×1mの小方形区を合計
200個設置した。各小方形区内において、つる性植物を除く樹高1.2m未満の全ての木本植物を「実生」
と定義し、種名と個体数を記録した。実生調査は2018年 9月1日から9月7日にかけて行った。成木
は2018年に同調査測線上で行った毎木調査結果を利用した。更に、東京都新島の台風被害を受けた広
葉樹海岸林を対象として、2021 年 11 月 15-17 日、2022 年 2 月 18-21 日にかけて、4カ所の方形区調
査を行った。④沿岸域におけるモッコク科（サカキ科）ヒサカキの葉の適応性、日本沿岸域における
外来種トウネズミモチ（モクセイ科）の気孔に関して、高知県から神奈川県に至る複数の海岸地集団
と内陸の対照集団を用いて解析を行った。 それぞれの集団から約 30 個体を用い、各個体からは 5枚
の葉を用いて形態学的解析に加え、SUMP法を用いた解剖学的解析により、孔辺細胞のサイズおよび葉
当たりの気孔密度に関して研究を行った。 
 
(7)砂浜環境と飛砂抑制について、①海浜植物であるケカモノハシとビロードテンツキの発芽深と分布
に与える堆砂の影響について、静岡県遠州灘海岸を対象に、3 本のベルトトランセクトの植生調査と
堆砂深、2 種の実生の発芽深のデータを解析した。②防災・減災機能を有する人工砂丘の生物多様性
の保全効果について、石川県加賀海岸の海浜植物を事例としてとりまとめた。調査では、加賀海岸に
調査測線を設置し、植生、地形、風速、土壌粒径の調査を2019年に行った。③植生と地形変化の対応
関係について、島根県黒松海岸を対象に、2019年～2022年にかけて、植生、地形、風速、土壌粒径な
どの調査を行った。地形調査では、小型 UAV の撮影画像から数値表層モデルを作成し、多時期の差分
を抽出することで、面的な地形変化を測定した。また、小型 UAV の画像から詳細な植生図を作成し、
植生と地形の関係性について決定木の分類モデルを用いて解析した。④千葉県安房郡鋸南町沿岸部か
ら採取した海浜植物ハマボッス（サクラソウ科）と、千葉県・兵庫県・高知県の4つの同所的な集団
から採取したハマナタマメ（マメ科）の種子発芽と苗の出現について、海水と塩濃度を低下させた人
工海水、および真水を用いた種子の発芽実験、播種深度や播種適正温度に関する実験も行った。また
種子サイズの小さいハマボッスに関しては種子発芽の際の土壌粒度組成に関する解析も行った。 
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４．研究成果 
(1)耐潮性・耐塩性について、①砂の衝突によって受けるダメージが葉の傷の発生や葉内の陽イオン組
成に及ぼす影響について実験を行った。実験によって線状、棒状、面状など様々な傷の種類が確認で
きた。また、傷面積は風速が上がるにつれて大きくなり、傷付葉の枚数は、シャリンバイ＜マサキ＜
クロマツ＜クスノキの順に多くなった。クロマツを除く種では、吹き付け時間が長くなるほど傷面積
も増える傾向があった。また、粒径 1 ㎜以上の砂は他の小さな粒径の砂の場合よりも傷面積が多くな
った。傷無葉と傷有葉に3.5%NaCl水溶液を噴霧する実験では、いずれの種の場合も傷有葉の方が重量
減少が大きく、葉内の Na 含有量も多くなった。スダジイを用いた固定葉と非固定葉実験では、吹き
付け時間が増えるほど傷割合も増加したが、傷割合は常に固定葉で大きかった。更に、傷有葉と傷無
葉を3.5%Nacl水溶液に浸漬後に葉内の元素の含有量を分析した結果、傷によってNa及びClの葉内へ
の侵入が起きたことが確認できた。本研究の結果から、葉の傷は台風などの強風による枝葉同士の擦
れ合いのみでなく、飛砂の衝突によっても生じ、葉の脱水現象と塩分の侵入がもたらされるものと考
えられ、今後の海岸防災林に利用する広葉樹の樹種選定にも有効な知見が得られた。② 海岸林や構成
樹種の耐潮性を把握する目的で行った、高潮による海水浸漬を受けた海岸林における樹種別の応答比
較研究では、同程度の標高に位置する樹種間で生存割合を比較すると、落葉広葉樹のエノキとケヤキ
は 8割以上を示し、クロマツの 4割に比べて顕著に高かった。常緑広葉樹のクスノキとヤマモモは落
葉した後に、胴吹きなどによって回復した個体を含めると、クロマツと同程度の生存割合を示した。
また、高潮発生から 3年間、各樹種の生育状況を追跡したところ、ヤマモモは被害から 2年後に葉の
回復が確認されるなど、高潮に対する動態は樹種によって大きく異なることがわかった。 
 
(2)盛土堤による風環境の変化について、既往研究 7)と同じように、防潮堤の背後に海岸林が有る場合、
風速は防潮堤の風上側のり面で徐々に増し、頂部で最大となることが確認された。また、防風林の存
在による循環流の発生により風下側のり面で風速が弱まることも確認できた。また内陸側からの風に
対しては、防風林の存在によって防潮堤全体の風速が弱くなった。風向は防潮堤に斜めから吹く風の
場合に変化が見られた。海岸林の有無により風向によっては海側や陸側のり面での風向や風速の変化
が確認できたことから、今後追加実験や現地での確認調査を行い植栽木への悪影響を及ぼさない対応
が必要と考えられた。 
 
(3)防潮土堤の施工方法や盛土材が樹木の生育に与える影響について、土壌硬度と植栽木の生育調査を
行った。土壌硬度は、浜松市では地表面下30cmくらいまでは軟らかかったが、それ以深で硬くなるケ
ースが多く、袋井市海側・天端では締固めが強く、掛川市は海側と陸側で軟らかさに違いがあった。
植栽木の伸長量は広葉樹よりもクロマツで大きく、変色や枯死率は広葉樹よりもクロマツで小さく、
生育状況は海側より陸側の方が良好だった。本研究により、土壌硬度と植栽木の初期生育との関係は
不明であったが、将来のモニタリングに有効な初期値を把握することができた。 
 
(4)広葉樹の根や根圏土壌が、マツ類の根と共生する外生菌根菌の菌糸生育に及ぼす影響の有無を確認
する実験を行った結果より、ヒメユズリハと外生菌根菌との関係性は見られず、今後の海岸林への導
入を支持できると考えられるが、外生菌根菌の宿主植物であるクロマツの抽出液に対しても、未処理
培養と比較して反応に違いは見られなかったことから、ヒメユズリハと外生菌根菌との関係性の有無
については不明であると考えられた。今後、菌糸の厚み、菌糸重量などの項目を加えた追加実験を行
う必要もあるが、本研究によって実験方法が確立できたことは大きな成果であった。 
 
(5)マツ類と広葉樹類の耐陰性評価を目的として、8種類の常緑広葉樹と2種類のマツ類を対象として
圃場実験を行った。その結果、トベラ、マサキ、タブノキの3種は相対照度1%でも健全な生育が可能
であり、いかなる複層林の林床へも導入可能であると考えられた。また、ヤブニッケイは相対照度3%
以上の林床で生育が可能とみなせる。スダジイ、モチノキは相対照度5%以上の林床へ、シャリンバイ、
ヒメユズリハは相対照度 10%以上の林床へ導入可能であると評価できた。アカマツは、100%区を除
く全ての区で枯死木が生じ、クロマツの生育には相対照度 5%以上が必要と考えられた。結論と
して、マツ類の耐陰性は常緑広葉樹よりも小さく、常緑広葉樹でも耐陰性には違いがあるという
貴重な知見が得られた。 
 
(6)海岸林の植生遷移について、①津波により倒壊したクロマツ林の天然更新の実態については、津波
被災地において、盛土しない場所では多くのマツの天然更新が確認された。その中でも、もとの海岸
林が倒壊したあとに、枯損木をそのまま放置した場所で、天然更新によるマツの再生が顕著であった。
一方、工事車両などで地表を攪乱したエリアでは、天然更新したマツの面積は小さかった。このこと
から、津波後にマツの天然更新を期待する場合は、地表の人為攪乱を最小限にすることが重要である
ことがわかった。②クロマツの生長と光環境については、ギャップに植栽されたクロマツは、樹冠付
近の相対光合成有効光量子束密度が60％以上の場所で、樹高や地際直径が大きく、形状比や枝下率が
小さくなった。また、小型 UAV の撮影画像をもとに、樹冠高モデルを算出して、各植栽木の 10m バッ
ファ内のギャップ率を求めた。その結果、ギャップ率が大きくなると、植栽されたクロマツの樹高や
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地際直径も大きくなり、ギャップ率から植栽したクロマツの生長を予測することができた。 
③広葉樹海岸林の遷移について、高知県土佐清水市の大岐海岸林において、現在の広葉樹海岸林は、
優占樹種の変化はあるが、天然更新によって長期的に成立する可能性があると推定された。 マサキ、
ヒメユズリハ、ホルトノキ、バリバリノキは、実生が成木とほぼ同一の地点で分布・優占しており、
今後も現在と類似した林分を維持する可能性があると予測された。一方でグミ類、ヤブニッケイ、タ
ブノキは実生における分布が拡大する傾向がみられ、今後は空間分布が変化し現在とは異なった林分
へと遷移する可能性があると考えられた。また新島調査では、台風により倒伏したスダジイが優占す
る常緑広葉樹林において、スダジイ、モチノキ、ホルトノキなどの倒伏木の胴吹き更新が確認された
ほか、林床ではタイミンタチバナ、カクレミノなどの常緑木本類が高被度で確認され、急速に自己再
生が進んでいることが確認できた。④沿岸域におけるモッコク科（サカキ科）ヒサカキの葉の適応性、
蛇紋岩地帯におけるヒサカキの適応的な葉の形態、日本沿岸域における外来種であるトウネズミモチ
（モクセイ科）の気孔に関する研究について、これらの樹木がそれぞれ系統的に異なるにもかかわら
ず海岸地の集団が共に有意に気孔サイズを低下させているといった共通の適応形態を示していること
が明らかとなり、保水性の乏しい蛇紋岩地においても同様の傾向が見られたために、この変化がこれ
らの樹木の水分ストレスに呼応した変化であるといった成果が得られた。 
 
(7)砂浜環境と飛砂抑制調査について、①海浜植物であるケカモノハシとビロードテンツキの発芽深と
分布に与える堆砂の影響について、ケカモノハシは、ビロードテンツキよりも堆砂が多い立地で被度
が高かった。この理由として、成個体の 2 種の堆砂への耐性の違いに加えて、ケカモノハシの方が深
いところから発芽していたことから、堆砂に対する実生の耐性も 2 種の分布の違いに影響しているこ
とがわかった。②防災・減災機能を有する人工砂丘の生物多様性の保全効果について、石川県加賀海
岸の海浜植物を事例として、微地形に伴う風速の違いが植生に影響を与えていることが示唆された。
斜面勾配が変わる地点から風速と植生も変化したことから、飛砂抑制のために植生を導入する際には、
わずかな地形の勾配の違いなどに配慮する必要があることがわかった。③植生と地形変化の対応関係
について、島根県黒松海岸を対象に調査したところ、小型 UAV の空撮画像から、誤差 5cm 以内で数値
表層モデルを作成することができた。多時期の差分を抽出したところ、堆砂域や侵食域を面的に捉え
ることができ、さらにそれらに対応した植物群落を検出することができた。これらの解析手法を活用
することで、地域の地形特性に適した植物種の選択が可能になると考えられた。④海浜植物ハマボッ
スとハマナタマメの種子発芽と苗の出現について実験を行った結果、ハマボッスは土壌塩濃度が比較
的高い状況や塩付着種子においても対照と有意な違いが無く発芽することが明らかとなったほか、土
壌表面近くに播種した場合に最も高い発芽率を示し、播種深度が深くなるにつれて発芽率は減少した。
また、土壌の粒径が1mmを越えると、種子の埋没の影響で発芽率が低下するといった成果が得られた。
以上から、津波で被災した裸地の土壌流出阻止を目的とした緑化を進める際には、ハマボッスが有効
であることが示された。一方、ハマナタマメについては、海域に散布された種子のうち、長期間発芽
能力を失わない海面散布種子は、低温条件の存在にかかわらず、比較的温暖な地域で発芽する可能性
があることが示唆された。またこの結果は、太平洋側の北限集団を用いた結果も同様であった。しか
し国内では平均気温がその発芽温度に達する時期が、太平洋側北限である千葉県よりも西の太平洋岸
では 5 月上旬であるものの、それよりも北に位置する海域ではその時期以降となるために、そのよう
な地域に海流によって運ばれたハマナタマメの種子は発芽するものの、繁殖までは至らない可能性が
示された。 
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